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● 点 鐘 市原ＲＣ会長 藤谷泰弘 
● ソング それでこそロータリー 
● お客様 市原市環境部長 大沢孝文様 
地球温暖化対策班リーダー 石川尋志様 
● 会長挨拶 市原 RC会長 藤谷泰弘 

   
みなさんこんにちは。 

大沢様、石川様、お出でくださりありがとうございま

す。今日は今年最後の例会でございます。 

そこで市原市環境部長 大沢様に市原市の環境につき

ましてお話しをいただきます。環境にも、経済環境や、

社会環境、生活環境や家庭環境、そして自然環境と多々

ありますが、人が生きて行くのに最も大切な自然から

の恩恵や恵の源について、多めに触れていただければ

と楽しみにしております。 

どうぞ宜しくお願いいたします。 

● 幹事報告 幹事 小川長二 

今年半期お世話になりました。来年も宜しくお願い致

します。来年の第 1例会は 1月 14 日(水)になります。 

● 委員会報告 篠田親睦委員長 

第 2200 回例会は 1 月 21 日(水)18:00 より淡粋にて開

催されます。 

●卓話 「市原市の環境施策」 
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市原市の公害問題の始まりは、地下水の枯渇でし

た。臨海部に工場群が進出し、地下水を大量に取水し

たことが原因で、以後、化石燃料の燃焼により排出さ

れる亜硫酸ガス（二酸化硫黄）による特産の梨など農

作物への被害、姉崎神社の森などの植物被害や水稲の

塩害などが有りました。行政指導や「環境に配慮でき

ない企業は生き残れない」と言った企業意識の高まり

から、東京湾の水質が改善され、富士山が見える日が

増え大気がきれいになったと言う実感が持てるよう

になりました。 
その後、市内に３０を超すゴルフ場からの農薬問題

があり、行政指導や協定の締結により農薬問題を解決

してきましたが、多くの自然が失われたことは残念な

ことです。しかしながら一方で、市の地形や位置は、

産業廃棄物の処分場（不法投棄も多数みられる）や残

土処分場に適した地形であることから、ゴルフ場の多

くが処分場や不法投棄の場にならなかったことは、幸

いしたような複雑な心境です。 
 
現在、ごみ対策と地球温暖化対策を主に環境施策を

進めております。主な施策は、次の５施策です。 
１ 「市原市循環型社会づくり構想」 

（平成１８年３月策定） 
 環境と経済の好循環を基本に、３Ｒによる廃棄物の

発生抑制（リデュース）、廃棄物を資源として循環す

る資源循環（再使用：リユース、再資源化：リサイク

ル）や新エネルギーの利用を促進するもの。 
 
 



                                                    
２ 「市原市地球温暖化対策 地域推進計画」 

（平成２０年２月策定） 
家庭や事務所といった民生系の二酸化炭素を平成１

４年度の発生量より平成２２年度中に１０％削減する

計画。 
一人１日１ｋｇの削減をするため、６つの施策①環

境学習の推進②エコライフの推進③ごみ減量の推進④

車の使い方⑤緑化の推進⑥新エネルギーの導入と、３

つの行動①理解する②行動する③普及する を基本原

則に進め、市民、事業者、市が協働で取組むもの。市

は、啓発に努めているほか、太陽光発電システムを設

置する市民に補助金を交付し、普及を促進しています。

２１年度からは、国の補助金が復活することから、普

及が促進される見込みです。 
３ 「市原市バイオマスタウン構想」（現在策定中） 
 市内に豊富に存在するバイオマスを利活用し、地球

温暖化防止や資源循環型のまちづくりの推進を図るも

の。 
  市を４つの利活用ゾーン①ハイテク（コンビナー
ト）②アグリ（農地）③ウッド（山間地）④フラワー

（市全域）に分け、メタン発酵によるバイオガスをエ

ネルギーとして利活用することや、バイオディーゼル

燃料製造と利用（鉄道・バス・トラック等）、炭化・堆

肥化による利用など様々な利活用を推進します。 
４ 「市原市環境学習基本方針」(平成２０年２月策定） 
 家庭・学校・地域・ＮＰＯ（市民公益活動団体）・事

業者・行政などの主体が自発的に参画し、「環境を自ら

の課題ととらえ、その解決に向けて行動できる人づく

り」を目指します。 
 平成２０年度で１５回を数える「エコフェアいちは

ら」、今年度から始めた「こども環境サミット」、５校

に設けられた「ビオトープ」など、教わることから、

参加し体験する学習に変革しています。 
この他、出前授業「おでかけくん」でも地球温暖化

やごみ減量など様々なプログラムを用意しています。 
５ 「市原市一般廃棄物処理基本計画」 
（平成１９年度改訂） 

 平成１９年度では、一人１日１，１００ｇ排出して

いる一般廃棄物を平成２７年度に９００ｇに減量、チ

ャレンジ目標では、８５０ｇに減量する計画です。 

 財政面から見ても、福増クリーンセンターでのごみ

の焼却費用が２０～２５億円程度かかっており、ごみ

減量は相当な節約（節税）ができ、温暖化防止にも貢

献できることになります。 
 ごみ端会議（市民団体）、リサイクルフェアなどに

よる啓発に取り組んでいる他、マイバッグ運動の展

開、生ごみ処理機及び肥料化容器の普及促進のため補

助金を交付し、ごみ減量に取り組んでいます。この他、

高度処理合併浄化槽の設置を促進するためにも補助

金を交付し、水質浄化に取り組んでいます 。 
 
市の様々な取り組みは、市内在住・在勤・在学の１

０人以上の団体には、前出の「おでかけくん」による

出前講座にお伺いしてご説明いたしますので、お気軽

にお申し込み下さい。全８１講座、環境部門では、１

１講座を用意しております。 
リーフレットや申請書は支所や公民館のほか、おで

かけくんメニューは下記アドレス 
http://www.ichihara-chb.ed.jp/board/socialedu/ 

syougai_p/odekakekun/odekakekun_menu.html 
申請書は、下記アドレスからもﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞできます。 
http://www.ichihara-chb.ed.jp/board/socialedu/ 
syougai_p/odekakekun/okdekakekun_mousikomi.html 
● ニコニコ・ソーリーボックス 
藤谷会長・小川幹事 
  お蔭様で半期無事終了いたしました。ありがとうご
ざいます。皆様、よい新年をお迎え下さい。 
小池会員 
 社会奉仕委員として「市原市の環境」について環境

部長の大沢様に卓話を頂くことが出来、理解が深ま

りました。大沢様、石川様に感謝致します。 
三宅会員 
 今年は年間稼動人員が最大で一年を終えますが無

事故無災害で終りそうです。感謝をこめて。 
事務局 永野さん 
 前回は義母の葬儀のため、例会を欠席し、ご迷惑を

おかけしました。 
● 出席報告 
前々回確定 74％ 本日出席者 36名 欠席者 14名  
本日出席率 72％ 

 


